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　企業局では、幕張地区に分散している本局の
機能を集約し、業務の効率化や迅速な危機管理
対応を図ることを目的として、（令和５）
年３月に建設工事に着手しました。
　このたび、庁舎が完成し、供用を開始する運
びとなりましたことについて、設計・工事等を
担当された関係者の皆様のご尽力に、心より感
謝申し上げます。
　新庁舎は、災害発生時においても業務が継続
できるよう、高い耐震性能を持つ中間層免震構
造を１階と２階の間に設け、緊急用排水槽や、
時間連続運転が可能な非常用発電機を設置し
ているほか、１階は、帰宅困難者の一時滞在施
設となる機能も有しています。

　また、高い断熱性能や高効率の空調設備の導
入などにより、ZEB Orientedの認証を取得し
ております。
　さらに、１階エントランスホールの一角に、
千葉県の発展に企業局が果たしてきた役割・歩
みなどを紹介する展示室を設けています。
　企業局は、水道や工業用水の供給、産業用地
の分譲や住宅用地の貸付けなど、県民の暮らし
や産業活動を支える重要な役割を担っていま
す。
　新しい庁舎を拠点に、災害に強い体制を整え
ながら、県民の暮らしと千葉県の発展を支える
基盤づくりを一層進めてまいります。
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１階展示室

４階執務室

■工　事　件　名：千葉県企業局本局新庁舎（仮称）建築工事
■所　在　地：千葉市中央区中央４－－
■発　注　者：千葉県企業局
■設計・監理：山下設計
■施　　　工：（建築）大成建設・旭建設ＪＶ

（電気）フィデス・率ＪＶ
（空調）京葉・池田ＪＶ
（衛生）ステアリスト

■構造・階数：ＳＲＣ造、Ｓ造中間層免震構造、地下１階地上９階
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延　床　面　積：，．㎡
■工　　　期：年３月～年１月
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　幕張地区に分散していた企業局の各部局を、千葉市中央区の県庁域に
集約し、本局機能を高める庁舎の計画です。
　時代の変化や業務形態の変化に伴う組織改編などに柔軟に対応できる
可変性を確保するため、階段・昇降機、トイレやラウンジといったコア
・共用スペースを庁舎東側に集約し、西側道路に面して整形な執務室ス
ペースを確保しました。

　執務室西側外装には西日の影響を緩和する縦ルーバーを配置し、執務
室東側（コア・共用スペースとの間）に自然換気を促す中庭を計画しま
した。
　庁舎南側のメインエントランスに隣接して企業局と県民の接点となる
展示室（展示設計・施工：乃村工藝社）、その外部に軒天を木質化した
企業局ひろば、その上部に屋上緑化スペースとして企業局テラスを計画
するなど、自然環境と調和し、まちに開かれた庁舎を目指しています。
　また、計画地は高潮時に想定最大浸水深３～５ｍとなる可能性があり
ますが、中間層免震（１・２階の中間）の採用、最上階（９階）の非常
用発電機で％電力供給可能なシステム構築を通じて、地震や水害等
の災害発生時に防災拠点庁舎として機能維持を可能としています。

山下設計九州支社　設計監理部　グループ長（建築）山﨑　貴幸


